施設関係者評価報告書（令和7年度）
公開保育アンケート結果の総括および今後の展開について
1. アンケート結果の総括
① 子どもの主体性と保育環境・関わりについて（高評価）
· のびのびとした環境と自立心: 「子どもたちが生き生きと明るく、自由に過ごしている」「自主性・自立心が育まれている」といった意見。
· 一人ひとりを尊重する関わり: 子どもの発言ややりたいという気持ち、つぶやきを保育教諭が大切にし、個尊重の保育が実践されている点。 
· 充実した環境構成: 園庭環境の素晴らしさ、ランチルームやコーナーの整備、プロジェクト保育やガイディッド・プレイの展開、保護者への情報発信（Webや掲示）の取り組みについても好意的な評価をいただきました。 
② 運営・計画および今後の課題（ご指摘・提案事項）
· 保育計画の深まりと継続性: 理念や方針の実践は認められるものの、個別計画や教育・保育の計画が単発的になりがちで、「深い学び」にしきれていない面があるとのご指摘。
· 配慮が必要な子どもへの支援・外部連携: 要配慮児への支援体制について、外部専門機関との連携が十分に行き届いているか確認・改善が必要であるとの指摘。 
· 行事・活動時の職員配置: 行事等における職員配置や行動の役割分担をより明確かつ分かりやすく発信していく工夫が必要。
2. 今後の取り組みと改善方針
貴重な視点を踏まえ、以下の改善・充実に努めてまいります。 
1. 学びの深まりを重視した計画的な保育の推進 子どもたちの探求心や気づきを一 transient（単発）なものに終わらせず、継続的かつ「深い学び」へとつながるカリキュラム・環境の再構築を進めます。 
2. 外部機関との連携強化および個別支援の充実 特別な配慮や支援を必要とする子どもたちが、より安心して成長できる環境を整えるため、専門機関との連携プロセスを見直し、個別の支援体制をより強固なものにします。 
3. 情報発信とコミュニケーションのさらなる工夫 日頃の保育ドキュメンテーションに加え、行事や日々の活動における職員の役割・配置についてもわかりやすく伝え、園の取り組みに対する理解と安心感をより深めていただけるよう努めます。 


当園は現在、過渡期にあります。子どもたちが主体的に学び、育ち合える環境を追求しつつ、地域に根ざした質の高い施設づくりに全力を尽くしてまいります。 
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